
めおと岩観光 宿泊時 臨海学習 体験シミュレーション 

 

☆袋 

クラスごとに色分された大きめのカラービニール袋の同じ場所に、同じ長さのガムテープを貼り

そこに記名してあると識別に便利。 

 

    【袋Ａ】= 入浴後に使用する着替え等を入れる袋（任意） 

    【袋Ｂ】= 大きめのカラービニール袋で最終的に濡れた衣類等を入れる袋（学校指定） 

【袋Ｃ】= 濡れた水着を入れる袋（任意） 

【袋Ｄ】= 自宅から着てきた服を入れる袋（任意） 

【袋Ｅ】= 磯学習で使った濡れた服を入れる袋（任意） 

【袋Ｆ】= 濡れた古靴を入れる袋（任意） 

 

 

☆事前準備 

 自宅にて体験で使う品を下記の２セット（2つの袋）に分けて大リュックに入れておく。 

 袋・持ち物には必ず記名する。 

 

❶【袋Ａ】お風呂セット 

   着替え（下着、就寝用運動着）・バスタオル等・濡れ水着入れ用袋【袋Ｃ】 

 

❷【袋Ｂ】磯学習セット(カラービニール袋) 

   水着・肌を露出しない服装（長袖・長ズボン・靴下・スイム帽子・軍手） 

   古靴（クロックスやサンダルは不可）・タオル 

   ゴーグル・水中メガネ等（浮輪やフィンは不可）・ラップタオル(巻きタオル)等 

   着ていた服を入れる袋【袋Ｄ】・濡れた服を入れる袋【袋Ｅ】・濡れた古靴を入れる袋【袋Ｆ】 

 

お風呂セットの【袋Ａ】は入浴時まで出し入れしないように心掛ける。 

【袋Ｅ】と【袋Ｆ】は折りたたんで、【袋Ｂ】の内側にテープで留めておくと便利。 

 

 

☆体験手順 

 

イカサキ体験→磯学習→入浴のローテーションが安全でおすすめ。 

（雨天時でも入浴が最後なので体調管理がしやすい） 

イカサキ体験は磯学習ができる服装で行う。 

部屋から大浴場前まではホテル係員が誘導します。 
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①入室後、トイレを済ませる。 

 磯学習セット【袋Ｂ】を取り出し衣服を脱ぐ。 

(脱いだ服はきれいにたたみ【袋Ｄ】に入れ大リュックに収納) 

 水着・長袖・長ズボン・靴下・軍手を着用。 

 古靴を履き、磯学習セット【袋Ｂ】・お風呂セット【袋Ａ】・部屋に備え付けのスリッパの 3点を

持ち部屋を出る。（室長は室内全員の着衣と持ち物 3点の確認をし、部屋前に 1列に整列させる） 

 

②移動は部屋単位もしくはフロアー単位に行い、個人行動は行わない。必ずホテル係員の指示に従

う。青い矢印の案内板を確認しながら、静かに大浴場前の風呂用具置場まで移動する。 

 

③クラス別に設置してある風呂用具置場のテーブルの上にお風呂セット【袋 A】を置き、 

 スリッパはテーブルの下に揃えて置く。 

 

④磯学習セット【袋Ｂ】だけを持ち、黒い矢印の案内板を確認しながら屋外に出て 

 クラス別に表記してある磯用具置場に磯学習セット【袋Ｂ】を置く(名前が分かるよう置く) 

 

⑤各種体験 

  各体験のインターバル間は水分補給に心がける。(水分補給所を屋外に設置します) 

 

Ⓐイカサキ体験 

  自分が捌いたイカが自分の製品になります（クラスごとの名簿番号で識別・処理をしますので

欠番があればお知らせ下さい) 干し上がったイカは各 1 枚ずつ番号を表記してあるビニール

の袋に入れ、イカサキ奥義修得認定書とともに後日チルド便にて学校へお送りします。（指定

日時をお知らせ下さい）尚、安全確保のため軍手着用で行います。 

  (イカの内臓を軍手に付けたまま海に入ると、その匂いで小魚等が寄ってくる確率が高くなる) 

最初に挨拶(注意事項等の説明)をし、1列になりイカサキ体験場へ進んでいただきます。 

①講師からイカの生態や包丁の使い方の説明。 ②イカを切り開く。 ③内臓等を取り除く。  

④写真撮り(先生方)  ⑤イカを各自 海岸の海水で洗い、指定された網に干す。 

（1 つの網に 15 名分の番号があります。各自、自分の番号の場所に干して下さい） 

⑥整列後挨拶をして終了。 

気温が高い時は、厚着のため特に熱中症に留意すること。(服等に水をかける等の処置) 

 

 

 

※ B6 サイズになります。 

人員分を体験したイカと同送します。 

氏名・年月日は各自記入になります。 

 

 

 

 



 

Ⓑ磯学習 

  予め 2 名のバディーを決めておき、バティーで行動する。(一人行動はしない) 

  軍手・スイム帽子を着用。腕まくり等はしない(肌を露出しない服装) 

  岩場はすべりやすいので、走ったり飛び跳ねたりしない。 

  海岸に赤いカラーコーンを複数設置してあるので、コーンを結んだ線より、沖には出ない。 

   

時折、回りを確認し赤いカラーコーンと先生の位置を確認する。 

  とにかく安全に留意する。 

 

⑥脱衣(入浴準備) 

     2013 年の黄毒蛾の大量発生による被害の反省に基づき 

なるべく裸足にさせないよう心がけております。 

 

 磯用具置場にある自分の磯学習セット【袋Ｂ】を持ち、広いスペースに出て、水着と古靴だけに

なる。(靴下を脱いだらすぐ古靴を履く) 着ていた衣服の水分を絞り、地面にまとめて置く。 

(長袖・長ズボン等はバディーで協力し合って水分を絞る） 

 【袋Ｅ】を取り出し絞った衣類を入れ、入れ口をしばり【袋Ｂ】に入れる。 

(袋は風で飛ばされないよう気を付ける) 

靴洗い場を通りながら大浴場へ向かう。 

 

⑦入浴 

 大浴場前の風呂用具置場まで移動したら古靴を脱ぎ、袋Ｆに入れ口をしばり【袋Ｂ】に入れる。 

                    (身に着けていたラップタオル等も【袋Ｂ】に入れる) 

 お風呂セット【袋Ａ】とスリッパを持ち、裸足で大浴場に向かう。 

(【袋Ａ】はテーブルの上に置く) 

 スリッパは大浴場 脱衣室内のジュータンに並べて置く。 

 脱衣室内で【袋Ａ】から【袋Ｃ】を取り出し 水着を脱ぎ、脱いだ水着を【袋Ｃ】に入れ 

入れ口をしばる。 

 入浴・着衣後、スリッパを履く。自分の【袋Ｂ】の中に濡れ水着の入った【袋Ｃ】を入れ部屋ま

で移動。 

 

⑧荷物整理 

 部屋前の廊下壁際に【袋Ｂ】を置いておく。 翌朝、袋Ｂの口をきつくしばり大リュックに収納

する。 

 

 



 


